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小
説
「
リ
ン
グ
」
が
幅
広
い
世
代
に
支
持

さ
れ
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
作
家
　
鈴

木
光
司
氏
を
講
師
に
迎
え
て
の
講
演
会
。
自

称
「
文
壇
最
強
の
子
育
て
パ
パ
」
と
し
て
、

自
ら
の
子
育
て
体
験
を
通
し
て
、
男
女
が
助

け
合
い
な
が
ら
互
い
の
人
生
を
輝
い
て
生
き

て
い
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
楽
し
い
ト
ー
ク
で

語
っ
て
く
れ
ま
す
。

日
時

１１
月
２２
日
c
、
午
後
１
時
３０
分
か

ら
３
時
３０
分

場
所

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
市
民
会
館
）

演
題
「
新
し
い
歌
を
う
た
お
う
」

〜
新
し
い
家
族
の
あ
り
か
た
〜

講
師

作
家
　
鈴
木
光
司

受
講
料

無
料
（
整
理
券
が
必
要
）

申
込
方
法

電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
官

製
は
が
き
で
申
し
込
む
（
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
明
記
）

申
込
期
限

１１
月
１０
日
e

そ
の
他

託
児
あ
り
（
有
料
、
要
予
約

保
育
サ
ポ
ー
ト
「
あ
い
・
あ
い
」
1
(4
５
６

６
５
）

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

総
社
市
女
性
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
”波

“（
1
(2
８
２
１
３
、
〒

７
１
９
│

１
１
９
２
　
中
央
一
丁
目
１
番
１
号

企
画
課
企
画
調
整
係
内
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
city.soja.okayam

a.jp

）

消　防消　防

女
性
消
防
団
員
を
募
集

災
害
の
な
い
安
全
な
市
民
生
活
の
た
め
、
あ
な
た
の
力
を
発
揮
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
だ
か
ら
で
き
る
、
や
り
が
い
の
あ
る
消
防
団
活
動

市
消
防
団
で
は
、
女
性
か
ら
の
視
点
を
活

か
し
た
、
火
災
予
防
や
地
域
防
災
な
ど
の
広

報
・
啓
発
を
主
体
に
活
躍
し
て
い
た
だ
く
、

女
性
消
防
団
員
を
募
集
し
ま
す
。
消
防
団
員

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
活
動
を
行
う
「
非

常
勤
の
特
別
職
地
方
公
務
員
」
で
す
。

募
集
人
員

１５
か
ら
２０
人
程
度

採
用
時
期

平
成
１８
年
４
月
１
日
（
予
定
）

募
集
期
限

１０
月
２０
日
e
ま
で

応
募
資
格

次
の
条
件
を
い
ず
れ
も
満
た

し
て
い
る
方
　
①
１８
歳
以
上
４０
歳
位
（
平
成

１８
年
４
月
１
日
現
在
）
ま
で
の
健
康
で
活
発

な
女
性
　
②
市
内
に
在
住
か
在
勤
の
方
　

活
動
内
容

①
消
防
団
、
消
防
本
部
・
消

防
署
が
行
う
主
要
行
事
へ
の
参
加
　
②
地
域

で
行
う
消
火
・
防
災
・
救
命
訓
練
な
ど
の
啓

発
、
指
導
　
③
火
災
予
防
、
地
域
防
災
に
関

す
る
広
報
、
指
導
　
④
災
害
現
場
な
ど
で
の

後
方
支
援
（
現
場
広
報
）

主
な
待
遇

①
総
社
市
消
防
団
条
例
に
基

づ
き
、
年
報
酬
・
出
動
手
当
を
支
給
し
ま
す

②
活
動
に
必
要
な
被
服
（
制
服
・
制
帽
・

靴
・
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
・
ネ
ク
タ
イ
な
ど
）
を

貸
与
し
ま
す
　
③
公
務
災
害
補
償
、
退
職
報

償
金
（
５
年
以
上
勤
務
）、
表
彰
な
ど
の
制
度

が
あ
り
ま
す

④
消
防
団
本
部
へ
の
所
属
と

な
り
ま
す

応
募
方
法

市
消
防
本
部
庶
務
課
に
あ
る

採
用
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
持
参

ま
た
は
郵
送
で
申
し
込
む

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

市
消
防
本
部
庶

務
課
（
1
(2
８
３
４
２
、
〒
７
１
９
│

１
１

５
５
　
小
寺
３
７
７
）

国
勢
調
査
は
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て

の
人
を
対
象
に
、
５
年
に
１
度
実
施
さ
れ
る

大
規
模
な
統
計
調
査
で
す
。
調
査
の
結
果
は
、

国
の
施
策
を
は
じ
め
、
少
子
高
齢
社
会
へ
の

取
組
や
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

９
月
下
旬
か
ら
、
国
勢
調
査
員
が
皆
さ
ん

の
お
宅
へ
調
査
票
の
配
布
に
伺
い
ま
す
の
で
、

調
査
票
が
届
き
ま
し
た
ら
、
１０
月
１
日
現
在

の
状
況
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
１０
月
中
旬
ま

で
に
、
再
び
調
査
員
が
調
査
票
を
受
け
取
り

に
伺
い
ま
す
。

な
お
、
調
査
員
を
は
じ
め
と
す
る
調
査
関

係
者
に
は
、
守
秘
義
務

が
あ
り
、
調
査
内
容
の

秘
密
は
保
護
さ
れ
ま
す

の
で
、
あ
り
の
ま
ま
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。

調
査
へ
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。問

い
合
わ
せ

総
務

課
行
政
係
（
1
(2
８
２

１
８
）

2005国勢調査
１０月１日に国勢調査が実施されます。

国勢調査国勢調査

防　災防　災

台
風
に
は
万
全
の
対
策
を

台
風
シ
ー
ズ
ン
到
来
。
あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
？
日
頃
か
ら
の
備
え
が
大
切
で
す
。

昨
年
は
、
観
測
史
上
最
多
の
１０
個
も
の
台

風
が
上
陸
し
、
全
国
各
地
に
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

台
風
は
、
熱
帯
低
気
圧
が
北
西
太
平
洋
で

発
達
し
て
、
中
心
付
近
の
最
大
風
速
が
お
よ

そ
１７
c
／
秒
（
風
力
８
）
以
上
に
な
っ
た
も

の
。
夏
か
ら
秋
の
初
め
に
か
け
て
多
く
発
生

し
ま
す
。
な
か
で
も
９
月
以
降
は
、
南
の
海

上
か
ら
日
本
付
近
に
接
近
す
る
こ
と
が
多

く
、
秋
雨
前
線
の
活
動
を
活
発
に
し
て
大
雨

を
降
ら
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
過
去
に
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
室
戸
台
風
や
伊
勢

湾
台
風
な
ど
が
こ
の
例
で
す
。

台
風
は
、
接
近
す
る
時
期
や
規
模
、
雨
の

量
な
ど
を
予
想
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ま

た
、
台
風
が
通
過
す
る
地
域
で
は
、
進
路
の

左
側
よ
り
右
側
の
方
が
強
風
に
な
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
事
前
の

対
策
次
第
で
は
被
害
を
最
小
限
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

万
一
の
場
合
に
備
え
て
、
家
の
周
辺
の
点

検
や
飲
料
水
や
非
常
食
と
い
っ
た
非
常
持
出

品
な
ど
の
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
台
風
が
近
づ
い
て
き
た
ら
、
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
な
ど
で
情
報
を
収
集
し
、
い
つ
で
も

適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。問

い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
係
（
1
(2

８
２
１
８
）

屋外 

屋根 ベランダ 

雨どい・雨戸 

外壁 

ブロック塀 

窓ガラス 

●瓦のひび割れ・ズレ 
　・はがれはないか 
●トタンのめくれ 
　・はがれはないか 

●落ち葉や土砂が 
　詰まっていない 
　か。継ぎ目のは 
　ずれや塗装のは 
　がれ、腐りはな 
　いか 
●雨戸にガタツキ 
　やゆるみはない 
　か 

●鉢植えや物干しざおな 
ど飛散の危険が高いもの 
は屋内へ 

●モルタルの壁に 
　亀裂はないか 
●板壁に腐りや浮 
　きはないか 
●プロパンガスの 
　ボンベは固定さ 
　れているか 

●ひび割れや破損は 
　ないか 

●ひび割れ、窓枠のガタツキ 
　はないか。また強風による 
　飛来物などに備えて、外側 
　から板でふさぐなどの処置 
　を 

わが家の風水害対策 
台風や集中豪雨に対する備えは万全でしょうか。 
家の中や周囲をしっかりとチェックしておきましょう。 

屋内 

●停電に備えて懐中電灯や携帯ラジオの準備を 

●断水に備えて飲料水を確保しておく 

●避難に備えて貴重品などの非常持出品の準備を 

●台風や雨・風に関する気象情報を注意深く聞く 

●むやみに外出しない。外出時は早めに帰宅を 

●浸水などの恐れがあるところでは、家財道具を 

　高い場所へ移す 

●高齢者、乳幼児、病人、障害者などは安全な 

　場所（部屋）へ 

●家族で避難場所や離れた場合の連絡方法を確認し合う 

男女共同男女共同

参画参画

小
説
リ
ン
グ
の
作
家

鈴
木
光
司
が
語
る

男
女
共
同
参
画
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
そ
う
じ
ゃ

9月下旬から調査員がおうかがいいたします。 

作家　鈴木光司さん

◎プロフィール

1957年静岡県生まれ。「リング」が若い世代

を中心に圧倒的に支持され、ベストセラーとな

り、続編「らせん」で吉川英治文学新人賞受賞。

自称「文壇の最強のパパ」として、自らの子育

ての体験を通し、「父性のあり方」をテーマに、

家族のきずなや家庭での父親の役割について積

極的な発言をし、政府の諮問機関である「少子

化への対応を推進する国民会議」委員も務めて

いる。


